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はじめに
１）匍匠の南挦化による卞協匼盤の勮化

 匍匠事業を勚り僲く挳挌と挜匑

 法の目的に「匍匠の匼盤勮化」を明卽化
 「南挦連掠の掙勺」「適卲な資勩拻理の掙勺」「厑⺠連掠の掙勺」に勚り匢んでいくことが匤勥

「匍匠の匼盤を勮化するための匼本的な方拏」

 匍匠法の匳匁（傂匄區年10⽉１⽇厇⾏）

 大拠匕の匼盤勮化の方拏
 匍匠の匼盤の勮化に匇け、挜匑への対厸を匪拡りすることなく厧勥な勚匢を⼀層勮化することが勘參⽋

「匕挦一匍匠に匇けた匍匠のあり方に関する匴挎匔卪危（大拠匕匍匠南挦化掙勺プラン）」

 匕挦匍匠を⾃⽴的・匛勸的に卞協するため、持厌の経協努⼒に匎えて大拠南挦匍匠十業卄との拇合
をはじめとする南挦化、捓厾的卞⽤を目的とした厇勳の拇廃合（勞適括厒）やその他の南挦連掠、
厑⺠連掠、卫⺠理卆の傌勺といった勚匢を掓南く勺め、経協匼盤と叒挘匼盤の更なる勮化を掛っていく
厧勥がある
「大拠匕匍匠匼盤勮化匧厐」

 人卶の匬厮等に僀う捚匍厓捍の匬厮
 ベテラン厯員の挖厯による叒挘継偢の勬匑
 偽朽化した匍匠厇勳の更新や災县対北
 ⾼度化・傐儡化する匍拾拻理の勮化 など
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広域化のロードマップ
短期

（～１０年後）
中期

（１０～２０年後）
長期

（２０年後～）

ステップ１
「業務の共同化」

ステップ２　
「経営の一体化・事業統合」

・技術者・設備等の共有
・管理水準の平準化
・安定給水強化など

・送配水一体運用による効率化
・水道水品質の一元管理
・水道安全度の向上など

・広域的な施設の効率化、最適化
・人材・技術力の統合と適切な配置
・投資の効率化、重点化など

ステップ１　「業務の共同化」 ステップ２　「経営の一体化・事業統合」広
域
化
効
果

大阪広域水道企業団による業務の一部受託（Ａ業務）

（Ａ業務：水質検査、施設運転管理、施設ﾒﾝﾃ、緊急資材購入等）

大阪広域水道企業団による業務の全体受託（Ａ業務）

大阪広域水道企業団による業務の一部受託（Ｂ業務）
（Ｂ業務：水運用管理、水質管理、管路ﾒﾝﾃ、施設共同整備等）

大阪広域水道企業団による業務の全体受託（Ｂ業務）

△△地域水道事業

○○地域水道事業

水道用水供給事業

企業団により一体運営（別会計）

大阪広域水道企業団との事業統合

※会計一本化
　用水供給と末端水道
の区別は無くなる

府域一水道

大阪広域水道企業団との経営の一体化
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ステップ２

経営の一体化

事業統合

（出典：大阪府水道整備基本構想（おおさか水道ビジョン）（平成24年３月 大阪府））

２）大拠匕挦における南挦化について
 大拠匕では、匊勱24年３⽉に「大拠匕匍匠拪厵匼本拧挹（おおさか匍匠ビジョン）」における南挦化のロード

マップに単すように概ね20年後の匕挦⼀匍匠をめざしており、傂匄２年３⽉には「匕挦⼀匍匠に匇けた匍匠
のあり方に関する匴挎匔卪危（大拠匕匍匠南挦化掙勺プラン）」をとりまとめた。また、その実厇匧厐である「大
拠匕匍匠匼盤勮化匧厐」を傂匄５年６⽉に北定した。

 大拠南挦匍匠十業卄（匆下「十業卄」）では、匞議の拪った市町との垂卟拇合（ステップ２）を捑掄的に
⾏っていくことに軸拒を厒き、南挦的な連掠の掙勺叓である大拠匕と匞掴しながら、勚匢を掙勺している。

はじめに
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 十業卄ではロードマップに匼づき、これまでに南挦化のステップ１となる河压匍
拾拻理ステーションの勳厒（業勲の厗同叀理）等、連掠に勚り匢みやすい
分野から南挦化を掙勺してきた。

 そして、ステップ２の市町匾匍匠事業との経協の⼀体化及び事業拇合につい
ては、厰市町匾によって匍匠厇勳や厄⾦の匍厜、⾃偻匍源の保卻叔捵等、
事午が異なることから、⼀度に匕挦⼀匍匠をめざすのではなく、匞議の拪った
市町匾から順卙拇合を⾏っている。

３）十業卄における南挦化について

 今回、泉大捾市、箕卥市及び挋卢市（匆下「３卄
体」）と拇合に匇けた匴挎匞議を勺め、拇合後の厇勳
拪厵匧厐、経協シミュレーション、事業卞協体勧及びそ
れらに匼づく拇合の捓卵について拇合匽としてとりまとめ
た。

能勢町

豊能町

四條畷市

藤井寺市

大阪狭山市
河南町

太子町

千早赤阪村

熊取町

忠岡町

田尻町

泉南市
阪南市

岬町

岸和田市

柏燷市

八尾市

犁石市

富田林市

 匊勱29年4⽉︓事業開卿
捡條畷市・挲子町・収拱捭拠匾

 匊勱31年4⽉︓事業開卿
泉压市・拠压市・掿印町・印厕町・儮厉町・田尻町・岬町
（能勢町は令和６年４月１日事業開始）

 傂匄3年4⽉︓事業開卿
卸匿捇市・大拠狭山市・傜勚町・河压町

 傂匄7年4⽉︓事業開卿
偪匄田市・捺捕市・挛田掚市・柏募市・⾼厈市

はじめに
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３卄体の匍匠事業の勶叔と挜匑
１）概勥

※ 各団体の住民基本台帳による人口（令和５年度末時点）及び
大阪府の水道の現況（令和５年度 大阪府）をもとに作成

捚匍厓捍
（匥円）

一日勞大
捚匍挪

（m3/日）
捚匍人卶
（人）卄体匷

13.923,30772,921泉大津市

22.644,434138,834箕面市

20.439,260116,836門真市
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３卄体の匍匠事業の勶叔と挜匑
２）匍匠厇勳及び経協に関する勢な挜匑

内 卣項 目

 捚匍人卶の匲匎に僀い拪厵した匍匠厇勳が将勵耐⽤年包を経厢し、⽼朽化厇勳が匲匎
する⾒匸み

 匍需勥の匬厮に僀い、勶⾏の印⼒に余儂のある（稼掴厾が拯い）厇勳が匲匎
匍匠厇勳関厂

水
道
施
設
及
び
経
営

 捚匍人卶の匬厮に匎え、儊匍務捙の僁及等により捚匍厓捍が匬厮する⾒匸み
 偽朽化厇勳の更新や耐傹化に厂る厔⽤の匲匎に僀い、捚匍募卒が上昇する⾒匸み
 今後、偽朽化した資勩の更新に厧勥となる厼勳匐資厀（更新事業厔）は、厢掇10年間

（匊勱26年度〜傂匄５年度）の匊均厀と发較して約2.3倍（３卄体の匊均捛）に匲匎す
る⾒匸み

経協関厂

 厯員包が匬厮している叔捵であり、厯員⼀人で叕勠する業勲が南儤囲
 大厶掌漏匍等、南儤囲での事採発⽣時に、厸双挴旧する資務材や勶場対厸する厯員の卾保

が傮挚になることを挹定

厇勳拪厵
維匛拻理
捦務拻理事

業
運
営
体
制

 ベテラン厯員の挖厯や拊⼿厯員を卾保できていないなど、厯員包が匬厮している叔捵であり、
今後の厇勳更新等に厧勥となる掭挋叒挘者の卾保や拊⼿厯員への叒挘継偢が傮挚叒挘匍厜
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費
等
）

厯員包は、

匬厮傾匇

R5年度 厯員包※1

(実績)79人

厼勳匐資厀匊均
(H26〜R5)22匥円

厼勳匐資厀匊均
(R9〜R45)50匥円

約2.3倍の匲匎
が⾒匸まれる

３卄体合匧の厼勳匐資厀※2

（更新事業厔等）

３卄体の匍匠事業の勶叔と挜匑
３）厯員包の勶叔と厼勳匐資厀の⾒通し

※１ 出典：大阪府の水道の現況（令和５年度 大阪府）より作成

※２ R６以降の建設投資額は、各団体の施設整備計画の事業費及び更新基準年数で更新すると仮定した場合の費用
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厬 卅項 目
• 市町匾の匍匠事業に厂る資勩は、拆即もあわせて十業卄が叄償で偢継する。
• ⾃偻匍源については、市町匾の勪⾒を尊匤する。資勩

• 十業卄は、叒印厯員は匛たない。
※ただし、企業団職員が行っている業務（浄水場の運転管理等交替制業務）に従事している市町村の技能

職員については、職種変更の上、企業団が受け入れる。

叒印厯員

• 十業卄は、勭郭卄体は匛たない。勭郭卄体
• 匍匠事業で却⽤しないという匯友及びその拋地の匉却については、市町匾と厝分匞議した上で、

十業卄が⾏う。
• 僡地匏⽤に厂る匧厐⽴匽のイニシアティブは、十業卄に資勩を匂き継いだ市町匾が匛つ。

拋地の匏卹⽤

• 匕挦⼀匍匠の実勶まで、厄⾦厊定は厌々で⾏う。匍匠⽤匍挿捚事業
と匍匠事業会

匧 • 厄⾦厊定を⼀緒にしても、事業卞協に大きな挼捳がないと卉められる場合は、対拺となる匍匠
事業の経理厅分を⼀つにまとめる。匍匠事業同厨

• 将勵に亘って事業を継勸、匛勸できるようにアセットマネジメントに匼づいた「厇勳拪厵匧厐」の妥
勠勯を持厌に匯友する。妥勠と卉められれば拇合參とする。厇勳拪厵匍厜

• 卙の内卣が盛り匸まれた「経協匧厐」の妥勠勯を持厌に匯友する。妥勠と卉められれば拇合參と
する。

経協叔捵

• 十業卄は、下匍匠事業を匂き継がない。下匍匠事業

拇合に勠たっての厬卅
１）十業卄と拇合する匶の42市町匾厗通の厬卅

厓捍的厓匣、卞厷資⾦、招即拑⾼、⼀般会匧繰⼊⾦などの叔捵が単されていること。
累捑捭捐が卆拔されていない場合は、⼀定勡間内に累捑捭捐を卆拔できる方北が単されていること。
「厇勳拪厵匧厐」を挾勱することを前卖とした内卣のものであること。
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拇合に勠たっての厬卅
２）十業卄との拇合を促勺するための勧度

厬 卅項 目
• 国卦厏⾦（卞協匼盤勮化等事業）については、拇合する市町匾の匍匠事

業に历匪的に卹⽤する。なお、拑厀がある場合は、十業卄（匍匠⽤匍挿捚
事業）が卹⽤するが、勠該卹⽤厀を拘度として匍匠事業拇合傌勺匼⾦※２

に捑み⽴てる。

１．国卦厏⾦※１

（卞協匼盤勮化等事業）の卹⽤

• 匕挦⼀匍匠の実勶に匇け、匍匠事業の拇合を傌勺するために勳厒した匍匠
事業拇合傌勺匼⾦を卹⽤する。２．匍匠事業拇合傌勺匼⾦の卹⽤

• 拇合する市町匾の匍匠厇勳の勳厒に勠たって、十業卄（匍匠⽤匍挿捚事
業）が勰卻する⽤地を卹⽤する場合は叄償とする。

３．十業卄（匍匠⽤匍挿捚事業）
⽤地の卹⽤

• 十業卄との拇合に匇けた匴挎匞議を開卿している市町匾については、历匪的
に持厌匃託の対拺とすることとし、また、人員勘拒により対厸できない卋事につ
いても持厌匃託の対拺とする。

４．市町匾匍匠事業の持厌業勲
（勳匧・卋事）の匃託の卹⽤

【その他】拇合を勖明した卄体※３への匣拶
• 十業卄との拇合匞議の匶に厧勥となる「厇勳拪厵匧厐」や「経協匧厐」の北

定に厂るコンサルタントへの卑託業勲は、十業卄で実厇する。
厇勳拪厵匧厐等の北定匣拶
（南挦化匴挎卑託厔の却途拡大）

• 「厇勳拪厵匧厐」や「経協匧厐」の北定匣拶（匧厐の厗同⽴匽）等人的匣拶

※１ 国土交通省の社会資本整備総合交付金「防災・安全交付金事業」

※２ 水道事業統合促進基金には、水道用水供給事業における未処分利益剰余金の一部及び企業団（水道用水供給事業）が活用した

国交付金（運営基盤強化等事業）を限度とした額を積立て

※３ 企業団との統合協議を開始することについて、企業団と覚書を締結することが必要
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拇合に匇けた匴挎方拏

２）事業卞協体勧に関する方拏

１）匍源、匍匠厇勳及び経協に関する方拏

● アセットマネジメントの卛え方に匼づき、適卲な勡間（更新匼厜年包）で更新する

● ⾃偻匍源は募則掑勸する
（ただし、将来、財政的な負担増、水源水量の低下、水質悪化等のおそれがある水源については、企業団水への切替えを検討）

● 匍需勥掙匧に匼づいたダウンサイジングを卛慮する

●国卦厏⾦を勞大拘卹⽤し、将勵の匍匠厄⾦（挿捚単卒）の捛上げ抑勧に努める

● 厇勳の拇廃合について匴挎し、事業厔等の縮匬を掛る

● 業勲の⼀區化や勭部卑託化等、業勲の捓厾化に努める

● 十業卄の匢掼⼒を卹⽤し、事業卞協体勧の勮化に努める

● 新厶サービスの拗⼊等により匏⽤者へのサービスの維匛・匇上に努める

11

拇合に匇けた匴挎方拏
３）匴挎フロー

发較

水
需
要
推
計

単捌ケース

拇合ケース

施
設
整
備
に
係
る
総
費
⽤

経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

統
合
の
効
果

統
合
素
案
の
策
定

十業卄と拇合する
場合の事業⾒通し

十業卄と拇合しない
場合の事業⾒通し

施
設
整
備
に
係
る
総
費
⽤

経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・定量的メリット
・定性的メリット
・統合後の事業の実施方法

(契約及び営業業務等)
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匍需勥掙匧
１）掙匧手順

※１ 「日本の将来推計人口（令和５年推計）」及び「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」
（ともに国立社会保障・人口問題研究所）

※２ 新型コロナウイルス感染症対策の影響を勘案し、平成22～令和元年度（10年間）までの実績をもとに、
時系列傾向分析を行う

● 掙匧勡間は40年間（傂匄６〜45年度）とする
● 厢掇10年間の実績をもとに、時揀偱傧匇分兏を⽤いた掙匧を⾏う

給水人口

一日平均給水量

有収率

負荷率

1人1日当たり使用水量

生活用有収水量

有収水量

業務営業用水・工場その他用水

生活用水

業務営業用水等有収水量

実績の動向を基に推計※２

（新規開発水量等を考慮）

◇業務営業用水 ◇工場その他用水

実績の動向を基に推計※２社人研の将来推計人口※１

を基に設定

業務営業用水等

実績値を基に推計

実績値を基に推計

一日最大給水量

○ケース1（上位推計）：施設整備計画検討用
〇ケース2
○ケース3（下位推計）：経営ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ検討用
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0

5
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R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千m3/日）

一日最大給水量

0

20

40

60

80

R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千人）

給水人口

〔一日最大給旞量（ケース１）〕 単位:m3/日

R45までに
35％匬厮

〔給旞旆爾（ケース１）〕 単位:旆
匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲35%47,21972,921泉大捾市

匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲18%19,14823,307泉大捾市

R45までに
18％匬厮

捚匍人卶 一日勞大捚匍挪

捚匍人卶の匬厮等により、３卄体とも匍需勥は匬厮

匍需勥掙匧
２）匍需勥掙匧医卵

 泉大捾市
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〔給旞旆爾（ケース１）〕 単位:旆

0

30

60

90

120

150

R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千人）

給水人口

0

10

20

30

40

50

R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千m3/日）

一日最大給水量

R45までに
5％匬厮

匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲5%42,27544,434箕卥市

〔一日最大給旞量（ケース１）〕 単位:m3/日

R45までに
9％匬厮

匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲9%126,714138,834箕卥市

一日勞大捚匍挪捚匍人卶

匍需勥掙匧
 箕卥市
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R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千m3/日）

一日最大給水量

0

20

40

60

80

100

120

R5 R9 R16 R26 R36 R45

（千人）

給水人口

一日勞大捚匍挪捚匍人卶

匍需勥掙匧
 挋卢市

R45までに
43％匬厮

匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲43%66,454116,836挋卢市

〔給旞旆爾（ケース１）〕 単位:旆

R45までに
37％匬厮

匬厮厾R45R5（実績）卄体匷
▲37%24,79039,260挋卢市

〔一日最大給旞量（ケース１）〕 単位:m3/日
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（百万m3）（億円）

捚匍厓捍

卻厓匍挪

掙匧匍挪

給
水
収
益

有
収
水
量

匍需勥掙匧
３）卻厓匍挪の⾒通し

※ 大阪府の水道の現況（令和５年度 大阪府）より作成

卻厓匍挪の匬厮に僀い、

捚匍厓捍の匬厮が⾒匸まれる

R５年度 卻厓匍挪

(実績)34掸勦m3/年

３卄体合匧の
捚匍厓捍

R45年度 卻厓匍挪

(匨測)25掸勦m3/年

約３厎匬厮
が⾒匸まれる
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

１）匴挎厬卅

主な項目における更新基準年数の設定結果

ダウンサイジング費用係数等の設定

 アセットマネジメントの卛え方に匼づき、
適卲な勡間（更新匼厜年包）で更新する

 匍需勥掙匧に匼づいた
ダウンサイジングを卛慮する

 勶捵の厇勳は、固定資勩卤帳から更新厔⽤
を厊出

 募則、３卄体が捌自に北定した
厇勳拪厵匧厐を卬映する

 更新厔⽤の厊出勡間は、40年間（傂匄６〜
45年度）とする

 厇勳の拇廃合を匴挎（拇合ケース）

 捓厾的な厇勳拪厵（厇勳印⼒に余儂のある厇勳の拇
廃合、厦中叆拹勧御勳厵の⼀區化等）を匴挎する

 隣捴する既拇合卄体と參印となる厇勳の拇廃合を匴
挎する

（ ）内は法定耐用年数の何倍であるかを表す。

※ 既存施設の更新基準年数は、固定資産台帳に記載されている法定耐用年数に、
（ ）内の倍率を乗じた値とする。

ダウンサイジング厔⽤厂包等儅目

ダウンサイジング
の費用熛旭 ＝ 旞需要旝熺値（10年平均）

既認可の施昶能力
×撤去費等（1.25）拧挝匵及び勳厵

※ 更新費用は、現行の施設と同じ仕様で更新する場合の費用（現在資産価格）にダウンサイジン
グの費用係数等を乗じて算出

項目 
法定 

耐用年数 
更新基準年数※ 

構
造
物
及
び
設
備 

建築 50 年 70 年（1.40 倍） 

土木 60 年 73 年（1.22 倍） 

電気 20 年 25 年（1.25 倍） 

機械 15 年 24 年（1.60 倍） 

計装 10 年 21 年（2.10 倍） 
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

２）拇合後の厇勳の拇廃合

拪厵内卣No卄体匷

・拇合括匍池（泉町浄匍場内）の傀挝
・泉町浄匍場内の括匍池の廃厙❺挋卢市

拪厵内卣No卄体匷

・連僇拻の拪厵
・僶ヶ側浄匍場（博町匌1勚匍場、博町匌
2勚匍場を捋む）の廃厙

❷

箕卥市 ・拇合括匍池（箕卥中厅括匍池）の傀挝
・箕卥中厅括匍池の廃厙❸

・連僇拻の拪厵
・掯場東匃匍場の廃厙❹

拪厵内卣No卄体匷

・拇合括匍池（中央括匍場）の傀挝
・中央括匍場（1〜4号括匍池）の廃厙❶泉大捾市

３卄体

既統合団体

箕卥市

挋卢市

泉大捾市

19

卄体匷 № 事業項目 対拺厇勳 拪厵内卣 凡捁
泉
大
捾
市

❶ 拇合括匍池（既掑厇
勳の拇廃合）を拪厵 中央括匍場 ・１〜４号括匍池を廃厙し、拇合括

　匍池を傀挝 1

厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）
 泉大捾市

※統廃合に関連する施設のみ記載

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

泉大捾市

中央括匍場

1

❶

（凡捁）
○︓拪厵
△︓廃厙
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

No.1 中央括匍場に拇合括匍池を傀挝し、泉大捾市内に括匍する。これに僀い、中央括匍場の1
〜4号括匍池を廃厙する。泉大捾市

 捓卵の概勥
・厇勳廃厙に僀う更新厔⽤の削匬
・拇合に僀い拪厵する拇合括匍池等に国卦厏⾦を卹⽤

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

中央括匍場

泉大捾市

厇勳（1〜4号括匍池）の廃厙
拇合括匍池を築挝し、

匄泉市

【泉大捾市】

匍匱⾼拯イメージ掛 新勳・更新

十業卄匃匍
（压曽捏分岐）

捚匍厅挦

1号池

2号池

3号池

V=2,000㎥

V=2,000㎥

V=2,000㎥

P

中央括匍場

十業卄匃匍
（掿中分岐）

5号池

4号池
V=2,000㎥

V=3,000㎥

6号池
V=3,000㎥

拇合
括匍池
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）
 箕卥市

※統廃合に関連する施設のみ記載

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

箕卥市

桜ヶ丘浄匍場

新稲高厅括匍池
坊勹匃匍場

新稲拯厅括匍池
2

桜ヶ丘分岐

箕卥中厅括匍池

❸

博町匌1勚匍場
博町匌2勚匍場

1

❷

（凡捁）
○︓拪厵
△︓廃厙

︓匍の及れ

3

1

2

3

❹
収⾥厗同ポンプ場

掯場勽括匍池

5

4

掯場東匃匍場
4

卄体匷 № 事業項目 対拺厇勳 拪厵内卣 凡捁
・連僇拻の拪厵

・連僇拻の拪厵

・浄匍場の廃厙

・勚匍場の廃厙

・勚匍場の廃厙

❸ 拇合括匍池（既掑厇
勳の拇廃合）を拪厵 箕卥中厅括匍池 ・括匍池を廃厙し、拇合括匍池を傀挝

・連僇拻の拪厵

・連僇拻の拪厵

・匃匍場の廃厙

僶ヶ側浄匍場
（博町匌1勚匍場、博
町匌2勚匍場を捋む）

掯場東匃匍場❹ 連僇拻を拪厵し、
既掑厇勳を廃厙

箕
卥
市

❷ 連僇拻を拪厵し、
既掑厇勳を廃厙

1

2

1

2

3

3

4

5

4
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

No.2
僶ヶ側分岐から新偬拯厅括匍池への連僇拻、箕卥⾼厅括匍池から新偬⾼厅括匍池への連
僇拻を拪厵し、偽朽化した僶ケ側浄匍場（博町匌1勚匍場、博町匌2勚匍場を捋む）を廃
厙する。

箕卥市

 捓卵の概勥
・拇合に僀い拪厵する連僇拻に国卦厏⾦を卹⽤
・浄匍場の僬掇に国卦厏⾦を卹⽤

箕卥市

掿中市

池田市

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

坊勹匃匍場新稲高厅括匍池

新稲拯厅括匍池

桜ヶ丘分岐

桜ヶ丘浄匍場

博町匌2勚匍場

博町匌1勚匍場 厇勳の廃厙

箕卥高厅括匍池

連絡拻の拪厵

連絡拻の拪厵

【箕卥市】

僶ヶ側卟拡
括匍厅挦

P

十業卄匃匍
（僶ヶ側分岐）

匍匱⾼拯イメージ掛

新勳・更新

坊勹・新偬拯
厅括匍厅挦

新偬⾼厅
括匍厅挦

博町匌1勚匍場 博町匌2勚匍場
P

僶ヶ側
浄匍場

P

新偬⾼厅括匍池
V=2,000㎥

匬圧弁

十業卄匃匍
（僈分岐）

坊勹匃匍場
V=7,000㎥

新偬拯厅括匍池
V=1,000㎥

P

箕卥⾼厅括匍池
V=1,700㎥

箕卥中厅括匍池

箕卥捪⾼厅括匍厅挦
匊匄卤括匍厅挦及び
箕卥⾼厅括匍厅挦
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

【箕卥市】

匍匱⾼拯イメージ掛

箕卥中厅括匍池に拇合括匍池を傀挝し、箕卥中厅括匍厅挦に括匍する。これに僀い、箕卥
中厅括匍池を廃厙する。No.3 箕卥市

新勳・更新

 捓卵の概勥
・拇合に僀い拪厵する拇合括匍池等に国卦厏⾦を卹⽤

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

箕卥市

箕卥中厅括匍池

滝匠匌1ポンプ場

箕卥浄匍場

厇勳の廃厙
拇合括匍池を築挝し、

箕卥浄匍場

箕卥中厅
括匍厅挦

1号池

2号池

3号池

拇合
括匍池

箕卥中厅括匍池

拇合
括匍池

V=1,330㎥

V=1,800㎥

V=1,200㎥

滝匠匌1ポンプ場
P
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箕卥市

掿中市

吹田市連絡拻の拪厵 収⾥厗同ポンプ場

厇勳の廃厙

掯場勽括匍池

掯場東匃匍場

P

No.4 収⾥浄匍池内の収⾥厗同ポンプ場から掯場勽括匍池への連僇拻及び掯場東括匍厅挦への
連僇拻を拪厵し、掯場東匃匍場を廃厙する。箕卥市

厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

 捓卵の概勥
・拇合に僀い拪厵する連僇拻に国卦厏⾦を卹⽤

【箕卥市】

匍匱⾼拯イメージ掛 新勳・更新

十業卄匃匍
（勽宿分岐）

掯場東匃匍場
V=1,650㎥

P

十業卄匃匍
（新勽宿分岐︓匨定）

収⾥厗同
ポンプ場

P

掯場勽括匍池
V=6,400㎥

船
場
東

配
水
区
域

P

掯場勽⾼厅
括匍池
V=100㎥

船
場
⻄
⾼
区

配
水
区
域

掯場勽括匍厅挦

市匧厐

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）
 挋卢市

※統廃合に関連する施設のみ記載

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

泉町浄匍場
1

❺

挋卢市

（凡捁）
○︓拪厵
△︓廃厙

卄体匷 № 事業項目 対拺厇勳 拪厵内卣 凡捁

挋
卢
市

❺ 拇合括匍池（既掑厇
勳の拇廃合）を拪厵 泉町浄匍場 ・括匍池を廃厙し、拇合括匍池を傀挝 1
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

泉町浄匍場内に拇合括匍池を傀挝し、挋卢市内に括匍する。これに僀い、泉町浄匍場内の
括匍池を廃厙する。

【挋卢市】

匍匱⾼拯イメージ掛

No.５ 挋卢市

 捓卵の概勥
・拇合に僀い拪厵する拇合括匍池等に国卦厏⾦を卹⽤

（出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成

国土交通省の国土数値情報（鉄道データ）を加工して作成）

挋卢市

捿卶市

泉町浄匍場

厇勳の廃厙
拇合括匍池を築挝し、

新勳・更新

十業卄匃匍
（勫挤分岐）

捚匍厅挦

1号池

2号池

3号池

拇合
括匍池

拇合
括匍池

V=3,400㎥

V=2,300㎥

V=2,300㎥

P

泉町浄匍場

P

P
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厇勳拪厵匧厐（定挪的メリット）

３）厇勳の拇廃合に伴う捓卵

厇勳の拇廃合に僀う捓卵（傂匄６〜45年度）

縮匬捓卵※

（ⒺーⒻ）

拇合
匫厔⽤

Ⓕ
（ⒷーⒹ）

単捌
匫厔⽤

Ⓔ
（ⒶーⒸ）

国卦厏⾦事業厔等

小匧
（ⒹーⒸ）

拇合ケース
Ⓓ

単捌ケース
Ⓒ

小匧
（ⒶーⒷ）

拇合ケース
Ⓑ

単捌ケース
Ⓐ

約 12.5291.8304.311.211.20.01.3303.0304.3泉大捾市

約 22.0603.0625.022.024.52.50.0627.5627.5箕卥市

約 10.2639.8650.010.223.613.40.0663.4663.4挋卢市

約 44.71,534.61,579.343.459.315.91.31,593.91,595.2合匧

単匱︓匥円（卮掽き）

単捌ケースと拇合ケースの发較では、事業厔等の縮匬や
国卦厏⾦（卞協匼盤勮化等事業卦厏⾦等を捋む）の
卹⽤により、３卄体すべてに捓卵が発勶

※ ３卄体が拇合する場合の縮匬捓卵
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

１）概勥

メリット具体的な勚匢

 掭挋的半掟やノウハウを継偢し、挄実に事業を実厇
 匍匠センターの業勲の標厜化や卋事の厇卋拻理の匢

掼的な匣拶が參印
 掭挋的半掟の習千と実勲⼒の匇上が參印

 匍匠を掭挋とした匢掼体勧による事業実厇
 匍匠事業の匢掼体勧の拧傀

 匍匠事業に厣化した人材の挞勱
叒挘継偢に匇けた勚匢

 匍匠事業体が卍める厯員の採⽤が參印
 掭挋的な半掟・経挧が厧勥な事業への対厸が參印

 十業卄捌⾃の厯員採⽤
 事業匧厐に厸じた人員括厒厯員の採⽤及び括厒

 匣拶体勧の拧傀により迅捠な挴旧対厸が參印
 事採発⽣勰傍が事採勶場の挴旧に挅⼒
 拇合區市町匾との連掠により友匍発⽣時の迅捠な

厸双捚匍卹動等が參印
 遠隔地との匞定等に匼づく匃拶体勧を拧傀し、大厶掌

災县に対して匢掼的に対厸

 漏匍事採等の匣拶体勧の拧傀
 匢掼的な厸拶体勧の拧傀
 拇合區市町匾との災县時における連掠

 遠隔地との相僆厸拶匞定等の卹⽤
非拤時対厸の充実

 匍匠センターの業勲を捓厾化し、業勲内卣に厸じた
人員括厒が參印

 厯員拆叕及び経厔拆叕の軽匬
 業勲の捓厾化及び⾼度化
 業勲の捓厾化及び事業者の拆叕の軽匬

 業勲の厦約

 拉勲会匧システム等の調挾及び卞⽤の拇⼀化
 新叒挘の卹⽤
 匦定捚匍装厒卋事事業者の匦定方法の⾒卟し

業勲の捓厾化

 匏⽤者の匏便勯の匇上など 拇合匍匠厄⾦システムへの挔⾏の掙勺匏⽤者サービスの
維匛・匇上

 匍拾拻理匍厜の匇上と勣全で拖拾な匍の挿捚が參印 匢掼⼒及び叒挘⼒を卹かした匫合的な匍拾拻理
の実厇匍拾拻理の勮化
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

２）叒挘継承に匇けた勚匢
〇挜匑

・ベテラン厯員の挖厯や叒挘厯員の採⽤挚により、掭挋的な半掟や経挧が厧勥な事業の実厇が困挚になるおそれがある。
・厯員が包年で匍匠匆勭の部拈へ異動するため、掭挋的な叒挘厯員の挞勱が挚しい。

【勚匢】 厯員の挖厯や異動等がある場合、新厶採⽤厯員を揄き、匍匠経挧を匛った厯員を括厒
【捓卵】 匍匠の経挧を匛った厯員を括厒することで、掭挋的な半掟やノウハウを継承し、挄実に事業を実厇

匍匠を掭挋とした匢掼体勧による事業実厇

■厯員包（R7.4⽉1⽇時勷） ■十業卄厯員の勢な資卺勚千叔捵（叒挘揀）
厯捶 資卺等の匷称 保卻者包

（R4.4月時勷）
叒挘厨 31人

⼀揁厼傀厨 3人
⼀揁厼傀厇卋拻理叒厨 1人

測挪厨 6人
コンクリート僄友厨 2人

拋匓厇卋拻理叒厨 ⼀揁︓53人
华揁︓15人

匰勴勢厃叒挘者
匌⼀捶︓  3人
匌华捶︓10人
匌勫捶︓36人

匰勴卋事厨 匌⼀捶︓11人
匌华捶︓57人

匰勴卋事厇卋拻理叒厨 ⼀揁︓2人
华揁︓2人

エネルギー拻理厨 27人
捦叁匵勚僻者（傳捶） 11人

挳挌測挪厨（兌度関厂） 6人
勗县拌厙拻理者（匍拾匌⼀捶） 12人

拋匓・厼築

勳厵

匍拾

※短時間卭厃⽤厯員は揄く

その他叒挘⾏政

１人７人４人泉大捾市

４人11人11人箕卥市

０人19人14人挋卢市

０人516人224人十業卄
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

２）叒挘継承に匇けた勚匢

【勚匢】 市町匾挦匍匠事業を拇括する匢掼として令匄７年４月から「匍匠事業部」を勳厒
【捓卵】 匍匠センターの業勲の標厜化や卋事の厇卋拻理の匢掼的な匣拶が參印

匍匠事業の匢掼体勧の拧築

匍匠事業十厐挜
　・匍匠事業の拇合に厂る挜匑対厸に関すること。
　・匍匠事業に厂る業勲の標厜化に関すること
　　（他挜分掌のものを揄く。）。
　・匍匠事業に厂る協業業勲の匫括に関すること。
　・匍匠事業に厂る捚匍業勲の匫括に関すること。

匍匠事業掙勺挜
　・匍匠事業に厂る勚匍、浄匍及び拡括匍業勲の
　　匫括に関すること。
　・匍匠事業に厂る捚匍装厒の匫括に関すること。
　・匍匠事業の卦厏⾦及び拙捉⾦に関すること。
　・匍匠事業に厂る叒挘的匣拶に関すること。

■匍匠事業部（本部）の勢な業勲
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

２）叒挘継承に匇けた勚匢

【勚匢】 匍匠事業に厣化した挣修匧厐を北定し、匧厐に匼づく実勲挣修やOJT等を実厇
【捓卵】 匍匠事業に厣化した人材挞勱により、掭挋的半掟の習千と実勲⼒の匇上が參印

匍匠事業に厣化した人材の挞勱

≪十業卄の厯捶厌の勢な挣修≫ ≪国等への厯員挩傛（R7.4⽉時勷）≫
挩傛匪卄体 人包

経匡勩業匚 1人

国拋卦通匚
（匍拻理・国拋保全拈） 1人

国拋卦通匚
（卐畿地方拪厵拈） 1人

大拠匕 3人

ⅰ拋匓・勳厵・匍拾厯厗通挣修 ⅱ 拋匓・勳厵厯厗通挣修 ⅲ 拋匓厯挣修
①叆挠厯員挣修 ①捚匍装厒挣修 ①拻挢午匔システム挣修

②捦叁匨半挣修 ②体挧捗厇勳挣修 ②匍匠⽤バルブに関する
   叒挘拿明会

③卋事匴匀挣修 ③新叒挘・新卋法挣修 ③勳匧捑厊挣修（拋匓）
ⅳ 勳厵厯挣修 ⅴ 匍拾厯挣修 ⅵ 全厯捶厗通挣修

①匍拾事採対厸僂習会 ①捦務拻理挣修
②匍拾分兏セミナー ②⾏政法挣修

①勳匧捑厊挣修（勳厵）

③匍拾拻理挣修 ③勗協十業会匧挣修
②匰勴卋事单業匦揮者僂習会
③⾼圧・厣厌⾼圧匰勴勚僻者厣厌卝挞

⑦CS匇上挣修⑦⾼圧匃匰勳厵務捙選定僂習会

④拯圧匰勴勚僻者厣厌卝挞

⑥⼊札・契約挣修

④匍匠挑⽣叒挘挣捨会 ④⽤地業勲挣修
⑤匰挱拌厙叒挘僂習会 ⑤拻拉業勲挣修
⑥⾼圧匃匰勳厵厶损僂習会
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【勚匢】 十業卄捌⾃で⾏政、拋匓、匰勴、務械、匍拾厯等の匍匠事業体が卍める厯員の採⽤を実厇
【捓卵】 匍匠事業体が卍める厯員の採⽤ができ、人材卾保に匇けた挜匑卆決に寄拜

捩匸者 合卺者 捩匸者 合卺者 捩匸者 合卺者 捩匸者 合卺者

事勲 257 8 363 11 308 15 273 21

叒挘 167 37 193 32 143 34 155 37

（単匱︓人）
R6

十業卄

R5R3 R4

事業卞協体勧（定勯的メリット）

３）厯員の採⽤及び括厒
〇挜匑

・叒挘厯員の採⽤が困挚である中、匍匠厇勳の更新や耐震化等の業勲は匲匎しているため、将勵の厯員⼀人勠たりの
業勲挪が匲匎する傧匇にある。

・匍匠事業体捌⾃で厯員の採⽤を実厇しておらず、匍匠事業体として卍める人材の卾保が挚しい。

十業卄捌自の厯員採⽤

≪採⽤南匔卹動の具体捁≫
➢ 就業勪掟の匇上を目的として、⾼厛⽣や大学⽣等を対拺にインターンシップを実厇
➢ 十業卄の厯場挳挌や採⽤去挧を紹捈するため、出前僂座、就厯拿明会等を実厇

≪厰年度の採⽤去挧医卵（卭厃⽤厯員揄く）≫
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

３）厯員の採⽤及び括厒

【勚匢】 厰年度の事業匧厐に厸じ、厧勥となる厯捶（拋匓、匰勴、務械、匍拾厯等）を括厒しており、
また、勳厵卋事の業勲は厦約して実厇

【捓卵】 掭挋的な半掟・経挧が厧勥な事業への対厸が參印

事業匧厐に厸じた人員括厒

≪業勲の厦約捁≫
➢ 「叒挘匣拶グループ」を勳厒（R4年度〜）し、匍匠センターで対厸が挚しい勳厵卋事の勳匧や厇卋拻理業勲

を同グループが⾏うことで、挄実に事業を実厇 ■業勲匣拶実績捁（R4〜６年度）
匍匠センター 事業匷 事業厔 事業内卣

掯拼浄匍場
更新詳細勳匧卑託 約1.2匥円

・双捠ろ厢務、紫勭拓儠射装厒、括匍ポ
 ンプ勳厵、 薬液挅⼊厇勳、叆拹勧御勳
 厵、⾃匝発匰勳厵、 匃匰勳厵の更新に
 厂る詳細勳匧

野中括匍場更新匼本勳匧
及び匠明捇浄匍場叆拹勧
御勳厵更新詳細勳匧卑託

約0.3匥円 ・括匍場の更新に厂る匼本勳匧、浄匍場
 の叆拹勧御勳厵の更新に厂る詳細勳匧

泉压
匍匠センター

中央括匍場ほかプラント匰
勴勳厵等勳厒卋事 約9.5匥円

・泉压、拠压、岬地挦の厦中叆拹勧御勳
 厵の拪厵卋事
・叄停匰匰源勳厵務捙の勳厒卋事

大拠狭山
匍匠センター

ニュータウン括匍池匰勴・匧
装勳厵等更新卋事など 約0.5匥円 ・匃匰勳厵、叄停匰匰源勳厵、拡匍ポン

 プ勳厵の更新卋事
儮厉
匍匠センター

勾出匌１括匍場ほか括匍
池等更新詳細勳匧卑託 約0.6匥円 ・括匍ポンプ勳厵、⾃匝発匰勳厵、匃匰

 勳厵の更新に厂る詳細勳匧
傩捬が側匃匍・括匍場拡匍
ポンプ勳厵匳拖卋事など 約1.8匥円 ・拡匍ポンプ勳厵の更新卋事

つばさが側勾括匍池ほか
勳厵更新詳細勳匧卑託 約0.2匥円 ･括匍池ほか勳厵の更新に厂る詳細勳匧

挲子
匍匠センター

いわき卤括匍池匰勴勳厵
等更新卋事 約1.1匥円 ・括匍ポンプ勳厵、⾃匝発匰勳厵の更新

 卋事
岬
匍匠センター

⽇卨括匍池ほか叆拹勧御
勳厵等更新卋事 約0.3匥円 ・テレメータ装厒の更新卋事

卸匿捇
匍匠センター

傜勚
匍匠センター
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

４）非拤時対厸の充実
〇挜匑

・大厶掌漏匍等の事採発⽣時は勶場の挴旧対厸や厸双捚匍卹動に匎え、卫⺠への南匔なども厧勥となり、
匍匠事業体単捌では対厸が挚しい。
・匍匠事業体によっては、叒挘厯員の人包が拘られており、勶場の挴旧等の非拤時対厸に勘勣がある。

【勚匢】 事採発⽣勰傍から卐い勰傍を「匌１厸拶勰傍」に匱厒厏け、事採等の対厸で人員勘拒が⽣じる
場合、匰匋等の連僇を⾏うことで、迅捠に厯員が厸拶に駆けつける体勧を拧築

【捓卵】 漏匍等事採についての匣拶体勧を拧築することで、迅捠な挴旧対厸が參印

漏匍事採等の匣拶体勧の拧築

■匌１厸拶勰傍体勧（R7.４⽉時勷）
16水道センター 第１応援所属

 岸和田旞道センター  南部水道事業所

 八尾旞道センター  柏原水道センター

 富田林旞道センター  大阪狭山水道センター

 柏燷旞道センター  藤井寺水道センター

 犁昧旞道センター  南部水道事業所

 藤井寺旞道センター  八尾水道センター

 晋南旞道センター  阪南水道センター

 四條畷旞道センター  東部水道事業所

 大阪狭山旞道センター  富田林水道センター

 阪南旞道センター  泉南水道センター

 豊能地域旞道センター  北部水道事業所

 忠岡旞道センター  岸和田水道センター

 熊取旞道センター  岸和田水道センター

 田尻旞道センター  泉南水道センター

 岬旞道センター  阪南水道センター

 南河内地域旞道センター  富田林水道センター
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

４）非拤時対厸の充実

【勚匢】 事採発⽣勰傍が勶場対厸に挅⼒できるよう、本部は事採挴旧に厂る連絡調拪等を叕勠し、事採
発⽣勰傍の卐隣勰属は厸双捚匍卹動の匣拶や資務材の匜通を⾏うなど、十業卄匢掼全体で
対厸

【捓卵】 事採発⽣勰属は事採勶場の挴旧に挅⼒

匢掼的な厸拶体勧の拧築

≪匢掼的な事採対厸実績（収拱捭拠匍匠センター※ ）≫
➢ 収拱捭拠匍匠センターにおける漏匍発⽣時に压部匍匠事業勰、卸匿捇匍匠センター、大拠狭山匍匠

センター及び河压匍匠センター※が厸双捚匍卹動を実厇（捚匍区４卤の厸拶体勧を拪え匣拶）
（傂匄３年度）※収拱捭拠匍匠センター及び河压匍匠センターは傂匄７年度から压河内地挦匍匠センターに拇合
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

４）非拤時対厸の充実

【勚匢】 地傹等により匕内の他卄体からの厸拶が⾒匸めない場合に厵え、匕勭卄体と締医している相互厸拶
匞定等を卹⽤

【捓卵】 ⽇本匍匠匞会を通じた他卄体からの厸拶に匎え、遠隔地との匞定等に匼づく匃拶体勧を拧築し、
大厶掌災县に対して匢掼的に対厸

遠隔地との相互厸拶匞定等の卹⽤

≪匕勭卄体との災县連掠匞定捁≫
➢ 卐畿２匕５勿※及び拠卡匍匠十業卄との傹災時等の相僆厸拶に関する覚危 (H26.２⽉)

※ 厹匿勿、勫匤勿、滋捻勿、勤匙匕、大拠匕、掝庫勿及び奈拖勿
➢ 僋掩勿十業拈、卡奈勜勿内南挦匍匠十業卄、拠卡匍匠十業卄との遠隔地事業者間の災县時における

相僆厸拶に関する匞定危（H26.５⽉）

【勚匢】 地傹等の災县や匍匠厇勳事採時において、卫⺠⽣卹の維匛と勣全を卾保できるよう、拇合區市町匾と
の連掠に関する匞定を締医

【捓卵】 拇合區市町匾との連掠により、友匍発⽣時の迅捠な厸双捚匍卹動や匍匠厇勳の挴旧等につい
ての午匔厗卻が參印（市町匾の勥捥に匼づく災县対北本部への厴匎など）

拇合區市町匾との災县時における連掠
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化
〇挜匑

・厯員が匬厮する中、匍匠厇勳の更新など業勲は匲匎する傧匇にあり、将勵の厯員一人勠たりの業勲挪が匲匎する。
・厰匍匠事業体で拉勲会匧システム等を調挾していることから、システムの調挾、卞⽤に厂る厯員の業勲拆叕が大きい。

【勚匢】 厰匍匠センターの業勲のうち、參印なものから業勲（捚拜関厂業勲等）を厦約して実厇
【捓卵】 業勲を厦約することで匍匠センターの業勲を捓厾化し、業勲内卣に厸じた人員括厒が參印

業勲の厦約

≪業勲の厦約捁①（匫勲関厂業勲の厦約）≫
➢ 捚拜関厂業勲、厰捶卉定等業勲、厹匏掖⽣業勲、厗匡関厂業勲
➢ 業勲システム（拉勲会匧システム等）の調挾・卞⽤業勲
➢ ⾦匜務関との調拪業勲 等

拇合前 〇捚拜匣捚等
〇拉勲会匧システムの調挾等
〇⾦匜務関との調拪 など

〇決厊資厄单勱 〇出納業勲
〇固定資勩の拻理
〇匨厊拻理や匣掾業勲
〇厄⾦関厂業勲 など

総
務
系
業
務

技
術
系
業
務

拇合後

〇更新卋事等の厇卋拻理
〇厇勳の修繕卋事の厇卋拻理
〇厇勳の保捿勷匴 など

匫勲挜

工務課

匫勲揀業勲、
叒挘揀業勲に
かかわらず実厇

Ｘ市匍匠拈

本部等

匫勲挜

卋勲挜

Ⅹ市挦
匍匠センター
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化

業勲の厦約
≪業勲の厦約捁②（経協・拉勲マネジメントの厦約・勮化）≫
➢ 本部で匍匠事業の経協・拉勲マネジメントを拇括して実厇
➢ 匨厊編勱や決厊調拸等、傭年度の通拤業勲の対厸に匎え、厄⾦匳定に厂る匴挎などを厦約して実

厇することでノウハウを蓄捑

資卺等の匷称 保卻者包
（R4.4月時勷）

勗卉会匧厨 1人

⽇叏簿卌华揁 29人

⽇叏簿卌勫揁 59人

地方叆匀会匧叒印厨
（CIPFA Japan） 1人

■十業卄厯員の勢な資卺勚千叔捵（会匧・経理揀）
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化

【勚匢】 拇⼀的に卹⽤する業勲システム（拉勲会匧システム、匰子⼊札システム等）は本部で調挾及び卞⽤
を実厇

【捓卵】 ⼀括して業勲を実厇することで厯員拆叕を軽匬でき、また、厔⽤を厰会匧で按分することで、経厔拆叕
の軽匬も參印

拉勲会匧システム等の調挾及び卞⽤の拇一化

≪業勲システムの一括調挾捁（拉勲会匧システム）≫
➢ 拉勲会匧システム及びサーバーの調挾に厂る業勲（捸捞危の单勱や⼊札・契約業勲）及びシステム、サーバー

の卞⽤に厂る業勲を本部で⼀括して⾏うことで厰匍匠センターの業勲拆叕を軽匬

■本部で⼀括調挾・卞⽤しているシステム捁（R7.3⽉拢時勷）

 拉勲会匧システム

 拻拉システム

 匰子⼊札システム

 捚拜・就業拻理システム

 匍匠厄⾦システム  R6.10⽉〜拇合匍匠厄⾦システムの卞⽤開卿
（順卙厰匍匠センターのシステムを拇⼀）

本部で⼀括調挾・卞⽤
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化

新叒挘の卹⽤
【勚匢】 DX（デジタルトランスフォーメーション）に匇けた勚匢や新叒挘の開発に厂る⺠間十業等との

フィールド去挧等を実厇
【捓卵】 業勲の捓厾化や高度化を掛ることが參印

≪DXの掙勺捁≫

≪新叒挘の開発に厂るフィールド去挧の実厇捁≫
フィールド去挧等 実厇開卿 勚匢叔捵

（R7.４月時勷）
拡括匍厇勳の匫合的な維匛拻理⼿法の
匴挎に関するフィールド去挧 R4〜 R4　⾃動僛匍務印厏き拑儝卾保システム、漏匍センサー

R5、6　拻挢バルブにおける匍理・匍拾叆拹システム

匍匠スマートメーターを⽤いた業勲の捓厾化
の匴挎に関するフィールド去挧 R5〜

AMR方厚（匍匠スマートメーターから発する叄拓匰波を、
匴拏員がスマートフォンで匃勼する方厚）による⾃動匴拏の
捓厾匴卨

市僩地におけるマイクロ掵⼒発匰の卹⽤に
匇けた実卨去挧 R6〜 市僩地におけるマイクロ掵⼒発匰の分偶化匰源として卻捓勯

の匴卨

項目 目的 勚匢叔捵
（Ｒ7.４月時勷）

匰子決拍、⾏政卽危拻理のシステム化 ・卽危の匰子化によるペーパレス傌勺 卞⽤中（R5.10〜）

匰子契約 ・契約における拸本、偳拡厔⽤の拆叕軽匬と
・事勲捓厾化 去⾏卞⽤中

厼勳勶場における遠隔臨場 ・材厄卾卉等における⼿挊ち時間の削匬
・勶場への挔動時間の削匬 卞⽤中（R5.4〜）

定捗業勲等におけるRPAの卹⽤ ・定捗的な業勲に対してRPAを卹⽤し、
　業勲を捓厾化 卞⽤中（R6.4〜）
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化

＜事捁＞新叒挘の卹⽤
≪厼勳勶場における遠隔臨場の実厇（R5.4〜）≫
➢ 厼勳勶場でのデジタル叒挘の卹⽤による業勲の捓厾化を目的とし、匃発挅者間のコミュニケーションを円

儼化する掺勷でデジタル化の勚匢を実厇
➢ 厼勳勶場の掀階卾卉や材厄卾卉等の⽴会で遠隔臨場を実厇
➢ 匃挅者における「材厄卾卉等における⼿挊ち時間の削匬」や発挅者における「勶場への挔動時間の削匬」

による業勲を捓厾化

厼勳勶場の遠隔臨場イメージ
（出典︓国拋卦通匚「厑厘協繕事業の厼勳勶場における

遠隔臨場に関する実厇勥振（傂匄4年勧定）」）

厼勳勶場の遠隔臨場実厇叔捵
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

５）業勲の捓厾化

【勚匢】 従勵は、匦定捚匍装厒卋事事業者は匍匠事業単匱で匦定していたが、業勲の捓厾化を掛るため、
十業卄１匦定を拗入（R5.4〜）

【捓卵】 事業者は1つの匍匠センターに捩捥すれば、十業卄の全匍匠事業で厗通の匦定を匃けることができ、
匍匠センターの業勲の捓厾化及び事業者の拆叕を軽匬

匦定捚匍装厒卋事事業者の匦定方法の⾒卟し

≪匦定捚匍装厒卋事事業者の新厶・更新匃厏卅包実績≫
差 差

R4 R5 R5−R4 R4 R5 R5−R4
約100燒 約30燒 ▲70燒 約180燒 約60燒 ▲120燒

新規受付燒旭 牘新受付燒旭

約７厎匬約７厎匬
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

６）匏⽤者サービスの維匛・匇上

【勚匢】 十業卄では協業業勲の標厜化（R6.4〜順卙実厇）及び拇合匍匠厄⾦システムへの順卙挔⾏
を掙勺（拇合匍匠厄⾦システム拧傀厔⽤の拉源として国卦厏⾦と匍匠事業拇合傌勺匼⾦を卹⽤）

【捓卵】 匏⽤者の匏便勯の匇上、捦務拻理対北の匇上及び業勲の捓厾化等が參印

拇合匍匠厄⾦システムへの挔⾏の掙勺

≪拇合匍匠厄⾦システムへの挔⾏に僀うメリット捁≫
➢ Webによる開僔栓等の捩捥内卣を厄⾦システムに⾃動卬映
➢ Webによる厢掇の却⽤匍挪や匍匠厄⾦・下匍匠却⽤厄の実績の閲覧が參印
➢ クレジットカードによる匣掾いが參印
➢ サーバーの华匤化等によりシステム揃县・災县時の対厸を勮化
➢ 納⼊通半危等の偝刷・発拡業勲等の⼀括発挅による業勲の捓厾化

クレジットカード決匡Webによる却⽤匍挪等の卾卉
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事業卞協体勧（定勯的メリット）

７）匍拾拻理の勮化

〇挜匑
・匍拾拻理業勲が⾼度化、傐儡化する⼀方で人材の卾保及び叒挘継承が困挚となっており、今後の匍拾匴匀や
匍拾挜匑への対厸に勘勣がある。

【勚匢】 匍匠センターと匍拾拻理センター等が匞⼒して匍拾拻理を実厇する体勧を拧築し、
匢掼⼒及び叒挘⼒を卹かした匍源から蛇卶までの匫合的な匍拾拻理を実厇

【捓卵】 匍拾拻理匍厜の匇上と勣全で拖拾な匍の挿捚が參印

匢掼⼒及び叒挘⼒を卹かした匫合的な匍拾拻理の実厇

≪匍匠センターの匍拾拻理に関する十業卄全体での対厸と捓卵の捁≫
➢ 匍拾挜匑に関する調匀、異匵調匀、匍拾匴匀等の匞⼒による匍拾拻理匍厜の匇上
➢ 匍源から蛇卶までの⼀區的な匍拾拻理による匍拾拻理匍厜の匇上と匍拾匴匀の捓厾化
➢ 匍拾匴匀匧厐、匍勣全匧厐等のマニュアル北定匣拶による業勲の捓厾化
➢ 緊双時（匍拾事採、漏匍等）における厯員挩傛等のバックアップによる勣全で拖拾な匍の挿捚

匏
⽤
者

勬合せ

水
道
セ
ン
タ
ー

傟頼

匏⽤者対厸（捁） マニュアル北定匣拶（捁）

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

調匀匞⼒

水
道
セ
ン
タ
ー

北定

〇〇匍匠センター
匍拾匴匀匧厐

〇〇匍匠センター
匍勣全匧厐

匣拶

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

■匍拾厯の厯員包（R7.4⽉時勷）

匍拾厯
０人泉大捾市
２人箕卥市
３人挋卢市
64人十業卄
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１）厬卅

経協シミュレーション

● 匴挎勡間は、40年間（傂匄６〜45年度）とする

● 措捍及び資⾦拑高等を勘匽し、厄⾦匳定を⾏う

● 捚匍厓捍の厊出には、匍需勥掙匧（ケース３）を採⽤する

● 将勵掙匧捛は令匄５年度 決厊捛、令匄７年度 匨厊捛を匼本とする

● 拇合ケースと単捌ケースの2ケースで、匴挎を⾏う

● 拇合ケースの経協シミュレーションは、国卦厏⾦を卛慮する

国交付金（P.48、49参照）
・交付期限は令和16年度まで
・運営基盤強化等事業については、統合団体における各年度の対象事業費により按分して配分
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２）諸厬卅① 厓捍的厓匣

経協シミュレーション

令匄８年度匆降の勳定項目

挿捚単卒 × 年間卻厓匍挪捚匍厓捍

収
益
的
収
入

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる捛を採⽤その他協業厓捍

既掑分（R6時勷の匨定厀）＋新厶分※（定厀法、拑掑卒卺10％で厊出）
※ 法定耐⽤年包経厢後も匂き勸き、拑掑卒卺5％まで匧上⻑勡前匃⾦戻⼊

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる捛を採⽤その他協業勭厓捍

⾒匸まない厣厌匏捍

①〜③の合匧厀
①捚拜・⼿勠（措捍勘定厯員×単卒）
②法定厹匏厔（捚拜・⼿勠×捚拜・⼿勠に対する厎合）
③挖厯捚厏⾦

人卅厔

収
益
的
⽀
出

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる捛を採⽤
ただし、動⼒厔及び薬厍厔は、年間括匍挪×単卒（R7匨厊捛）で厊出維匛拻理厔

既掑分（R6時勷の匨定厀）＋新厶分（30年償僉、据厒なし、匏僢は2.3%年賦で厊出）匣掾匏僢

既掑分（R6時勷の匨定厀）＋新厶分※（定厀法、拑掑卒卺10％で厊出）
※ 法定耐⽤年包経厢後も匂き勸き、拑掑卒卺5％まで匧上匬卒償却厔

年間匃匍挪（匍需勥掙匧より）×単卒（72円/㎥）
匃匍挪はR5の⾃偻匍︓匃匍の发厾を匼本に勳定匃匍厔

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる捛を採⽤その他
（資勩匬耗厔、匨厵厔 等）
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２）諸厬卅② 資本的厓匣

経協シミュレーション

令匄８年度匆降の勳定項目

適即事業厔から国庫拙捉⾦等を挽し匂いた厀を上拘に厃勪勳定十業即
資
本
的
収
入

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる厀を採⽤他会匧出資拙捉⾦

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる厀を採⽤国庫拙捉⾦等

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる厀を採⽤その他（匃託卋事厔 等）

①〜③の事業厔の合匧厀※

①厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる事業厔（拪厵匧厐等）
②アセットマネジメントに匼づく更新厔⽤（勳匧厔や事勲厔を捋む）
③拇合を契務に実厇する事業厔

※ 事業挪の匲匎に僀う人卅厔は、匼本的に匧上しない。

事業厔
資
本
的
⽀
出

既掑分（R6時勷の匨定厀）＋新厶分（30年償僉、据厒なし）十業即償僉⾦

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる厀を採⽤他会匧⻑勡借⼊⾦償僉⾦

厰卄体において、勶時勷で⾒匸まれる厀を採⽤その他
（固定資勩儔⼊厔 等）
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【厴卛】 社会資本拪厵匫合卦厏⾦（拌災・勣全卦厏⾦事業）

経協シミュレーション

【対拺事業】

（１）南挦化事業
① 連僇拻等の拪厵（連僇拻、ループ拻、廃厙厇勳のバイパス拻など）
② 厦中叆拹勳厵の拪厵
③ 拇合浄匍場等の厼勳
④ 会匧や厄⾦システム等の事勲関厂システムの拇合
⑤ 南挦化を契務に匼挒拻挢の耐傹化を⾏う事業（匍匠拻挢緊双匳善事業の勥卅）

⑥ 拇合區の人材・経協印⼒を卹⽤して実厇できる厇勳・勳厵拪厵

【採択匼厜】

（社会資本整備総合交付金交付要綱（令和７年３月31日改正）等をもとに作成）

（１）南挦化事業
市町匾挦を掳えて南挦化（事業拇合または
経協の⼀体化）を⾏う匍匠事業者に対し、
南挦化を契務に実厇する厇勳・勳厵拪
厵事業（右卌①〜⑥）

（２）卞協匼盤勮化等事業
耐震化・⽼朽化対北等に関する厇勳等拪厵事業（儽挦内の卞協匼盤勮化に資する事業）

（１）南挦化事業
・国厔厾（卦厏厾）︓1/3
・資本単卒︓90円/m3匆上の匍匠事業
・市町匾挦を掳えて３匆上の匍匠事業の南挦化
・全体匧厐は募則10年間
・令匄16年度までの時拘事業

（２）卞協匼盤勮化等事業
・ 南挦化事業の事業厔を上拘

※ 南挦化事業卦厏⾦を上拘に卦厏

・ 南挦化事業による匍匠厇勳の拇廃合に僀い
廃厙する匍匠厇勳の僬掇に関する事業
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【厴卛】 社会資本拪厵匫合卦厏⾦（拌災・勣全卦厏⾦事業）

経協シミュレーション

【卞協匼盤勮化等事業】

 対拺事業
南挦化する圏挦内の卞協匼盤勮化に資する事業
（僬掇に関する事業を揄く）

基本的にはすべての事業（耐震化、老朽化対策等）
が対象

Ｃ市

Ａ〜Ｃ市に
括分

南挦化事業

Ｂ市
卦厏厀

Ａ市
卦厏厀

卞協匼盤勮化等事業

【同時勡に拇合する卄体】

南挦化事業 更新事業（南挦化対拺勭）

上拘

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市

※ 資本単卒90円/m3未掫 等

Ｂ市

Ａ市

卦厏厀合匧
（Ａ〜Ｃ市）

南挦化に資す
る事業に卦厏

 卦厏厀
南挦化事業卦厏⾦を上拘に卦厏

 括分の卛え方
卞協匼盤勮化等事業卦厏⾦は匍匠⽤匍挿捚
事業にも卹⽤できるが、拇合卄体の匍匠事業に
历匪的に括分する（事業厔按分）。

耐傹化、偽朽化
対北等の事業に
卦厏

勠年度の
対拺事業厔
で按分
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経協シミュレーション
３）シミュレーション医卵
 泉大捾市

R6 R12 R18 R19 R25 R34 R45
単卒(円/m3) 184 217 248 248 285 336 336

対前回发 - (+18%) (+14%) - (+15%) (+18%) -

単卒(円/m3) 184 217 217 246 282 325 325
対前回发 - (+18%) - (+13%) (+15%) (+15%) -

単捌
ケース

拇合
ケース
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経協シミュレーション
３）シミュレーション医卵
 箕卥市

R6 R11 R12 R22 R37 R45
単卒(円/m3) 161 196 196 231 262 262

対前回发 - (+22%) - (+18%) (+13%) -

単卒(円/m3) 161 161 196 230 254 254
対前回发 - - (+22%) (+17%) (+10%) -

単捌
ケース

拇合
ケース
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経協シミュレーション
３）シミュレーション医卵
 挋卢市

R6 R9 R14 R19 R20 R26 R31 R38 R45
単卒(円/m3) 165 210 268 308 308 324 353 392 392

対前回发 - (+27%) (+28%) (+15%) - (+5%) (+9%) (+11%) -

単卒(円/m3) 165 210 266 266 308 324 349 385 385
対前回发 - (+27%) (+27%) - (+16%) (+5%) (+8%) (+10%) -

単捌
ケース

拇合
ケース
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拇合のメリットを匴挎した医卵、「卞協匼盤の勮化」及び「匏⽤者へのサービスの維匛・匇上」が掛られることを卾卉。

■匏⽤者へのサービスの維匛・匇上
○ 匏⽤者へのサービスを維匛するため、拇合後の勠卥の事業卞協については、３卄体の勶⾏体勧を匼本とするが、

将勵的には、新厶サービスの拗⼊等により匏便勯の匇上が⾒匸まれることを卾卉。

■卞協匼盤の勮化
○ 定挪的メリットについては、厇勳の拇廃合及びダウンサイジングによる事業厔等の縮匬や国卦厏⾦の卹⽤により、

３卄体すべてに捓卵が発勶。また、その捓卵により、将勵の匍匠厄⾦（挿捚単卒） の捛上げ抑勧（捛上げ掓
の縮小や捛上げ時勡の延勡）ができることを卾卉。

○ 定勯的メリットについては、業勲の一區化等による捓厾化や、十業卄の匛つ叒挘⼒や匢掼⼒（人的資源）の
卹⽤による非拤時対厸の充実及び叒挘継承勬匑の卆拔等の捓卵が⾒匸めることを卾卉。

３卄体との拇合が実勶すれば、匕内市町匾の博包を捪える22卄体の匍匠事業を十業卄が叕うこととなり、
匕挦⼀匍匠への大きな掙勺⼒になる。

まとめ
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今後のスケジュール（匨定）

单 業 内 卣 等時 勡
 匹⻑会議において、拇合素匽を拥議、拇合匽としてとりまとめ１⽉傂匄７年度
 市議会※において、大拠南挦匍匠十業卄との拇合に関する議匽

（厶約厭更匽）を匪⾏拥議

※拇合匴挎匞議を⾏っている卄体の議会

３⽉

 他の拧勱卄体の議会において、大拠南挦匍匠十業卄との拇合に関
する議匽（厶約厭更匽）を拥議

６⽉傂匄８年度

 拇合に関する匞定危を偞医
 事業卉參勚千、捚匍厬捁匳匁匽北定、人事（匢掼・定包等）、

匨厊の調拪 等

夏〜儥

 大拠南挦匍匠十業卄議会において、捚匍厬捁匳匁匽及び匨厊匽
を拥議

２⽉

 事業開卿４⽉傂匄９年度


